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1
Performance Management

Architectファイル・ジェネ

レータのインストール

Oracle Hyperion EPM Architect, Fusion Edition ファイル・ジェネレータを使用して、

次のソースからインポート・ファイルを作成できます:

l 既存の Oracle Hyperion Financial Management, Fusion Edition ファイル

(.PER、.SEC、.XML メタデータ・ファイルなど)

注： サポートされているのは Financial Management .XML フォーマットのメタ

データ・ファイルのみです。.APP フォーマットは直接にはサポートされ

ていませんが、システムから XML フォーマットにメタデータを抽出し

て、コンバータを使用できます。

l 既存の Financial Management アプリケーション - バージョン 11.1.1 以降

l 既存の Oracle Hyperion Planning, Fusion Edition アプリケーション - バージョン

11.1.1 以降

l 既存の Oracle Hyperion Profitability and Cost Management, Fusion Edition アプリ

ケーション - バージョン 11.1.1 以降

l 既存の Performance Management Architect アプリケーション(連結、Planning お

よび汎用アプリケーション・タイプ) - バージョン 11.1.1 以降

l Microsoft Excel ファイル

Performance Management Architect ファイル・ジェネレータを使用するには、

Microsoft .NET Framework バージョン 2.0 が必要です。Microsoft .NET Framework は

http://msdn.microsoft.com/downloads からダウンロードできます。

ä Performance Management Architect ファイル・ジェネレータをインストールするに

は、EPM System インストーラを使用します。

『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System インストールおよび構

成ガイド』を参照してください。
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2
Performance Management

Architectインポート・ファイ

ルの生成

この章の内容

Financial Management ファイルから . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .7

Financial Management アプリケーションから . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .8

Planning アプリケーションから . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .9

Profitability and Cost Management アプリケーションから . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10

Performance Management Architect アプリケーションから. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11

Microsoft Excel から生成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11

ファイル・ジェネレータを閉じる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16

ä Performance Management Architect のファイル・ジェネレータ・ユーティリティを

開くには、スタート、プログラム、Oracle EPM System、Foundation Services、

Performance Management Architect、EPMA ファイル・ジェネレータの開始の順に選

択します。

ヒント： 『ファイル・ジェネレータ・ユーザー・ガイド』にアクセスするには、

「ヘルプ」をクリックします。

Financial Management ファイルから
インポート・ファイルを作成するには、次の Financial Management ファイル・タ

イプが必要です:

l アプリケーション・プロファイル・ファイル(.PER)

l セキュリティ・ファイル(.SEC)

l メタデータ・ファイル(.XML)

ä 既存の Financial Management ファイルからインポート・ファイルを作成するには:

1 HFM ファイルからをクリックします。

Financial Management ファイルから 7



2 プロファイル・ファイル(.PER)、セキュリティ・ファイル(.SEC)およぴメタデータ・ファ

イル(.XML)を選択して参照します。

3 EPMA インポート・ファイルの名前を指定するか、既存ファイルを検出して上書きし

ます。

4 オプション: テキスト・エディタにインポート・ファイルを表示するには、表示をク

リックします。

5 オプション: 次元の接頭辞を入力します。

6 実行をクリックします。

Financial Management アプリケーションから
既存の Financial Management アプリケーションからインポート・ファイルを作成

できます。

ä 既存の Financial Management アプリケーションからインポート・ファイルを作成

するには:

1 HFM アプリケーションからをクリックします。

2 次の情報を入力します:

l ユーザー名およびパスワード

8 Performance Management Architect インポート・ファイルの生成



l ワークスペース URL

l Financial Management Web URL

l Financial Management アプリケーション名

l クラスタ名

3 EPMA インポート・ファイルの名前を指定するか、既存ファイルを検出して上書きし

ます。

4 オプション: テキスト・エディタにインポート・ファイルを表示するには、表示をク

リックします。

5 オプション: 次元の接頭辞を入力します。

6 実行をクリックします。

Planning アプリケーションから
既存の Oracle Hyperion Planning, Fusion Edition アプリケーションからインポート・

ファイルを作成できます。

ä 既存の Planning アプリケーションからインポート・ファイルを作成するには:

1 Planning アプリケーションからをクリックします。

2 次の情報を入力します:

l ユーザー名およびパスワード

l ワークスペース URL

l Planning Web URL

l Planning アプリケーション名

l アプリケーション・サーバー名(アプリケーション・サーバー名はクラスタ名

です。)

3 EPMA インポート・ファイルの名前を指定するか、既存ファイルを検出して上書きし

ます。

Planning アプリケーションから 9



4 オプション: テキスト・エディタにインポート・ファイルを表示するには、表示をク

リックします。

5 オプション: 次元の接頭辞を入力します。

6 実行をクリックします。

Profitability and Cost Management アプリケーションから
Performance Management Architect の既存の Profitability and Cost Management アプリ

ケーションからインポート・ファイルを作成できます。

ä 既存の Profitability and Cost Management アプリケーションについてインポート・

ファイルを作成するには:

1 EPMA アプリケーションからをクリックします。

2 次の情報を入力します:

l Oracle Enterprise Performance Management Workspace, Fusion Edition へのログイ

ンに使用するユーザー名とパスワード

l Performance Management Architect Web サービス URL

l Oracle Hyperion Profitability and Cost Management, Fusion Edition アプリケーショ

ン名

l インポート・ファイルの保存場所

l オプション: 次元の接頭辞

3 実行をクリックします。

.ads ファイルが作成され、アプリケーションをソースとして使用します。成功メッ

セージがステータスの下に表示されます。
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Performance Management Architect アプリケーションか
ら

Performance Management Architect アプリケーションからインポート・ファイルを

作成できます。

ä Performance Management Architect アプリケーションからインポート・ファイルを

作成するには:

1 EPMA アプリケーションからをクリックします。

2 次の情報を入力します:

l ユーザー名およびパスワード

l Performance Management Architect Web サービス URL

l Oracle Hyperion EPM Architect, Fusion Edition アプリケーション名

注： アプリケーション・ビューを特定して抽出することも、共有ライブラリ全

体を抽出することもできます。共有ライブラリ全体を抽出するには、アプ

リケーション名を指定するフィールドに「Master」と入力します。

3 EPMA インポート・ファイルの名前を指定するか、既存ファイルを検出して上書きし

ます。

4 オプション: テキスト・エディタにインポート・ファイルを表示するには、表示をク

リックします。

5 オプション: 次元の接頭辞を入力します。

6 実行をクリックします。

Microsoft Excel から生成
Microsoft Excel ファイルからインポート・ファイルを作成できます。Excel ファイ

ルで、新規次元を作成したり、次元およびメンバーのプロパティを編集できます。

Performance Management Architect アプリケーションから 11



ä Microsoft Excel ファイルからインポート・ファイルを作成するには:

1 Excel ファイルからを選択します。

2 をクリックし、作成する Excel ファイルの場所およびファイル名を入力し、保存を

クリックします。

3 実行をクリックし、Excel を起動し、ファイルを開きます。

注： ファイルを開くとき、マクロを使用可能にする必要があります。

「別名」および「次元の関連付け」の 2 つのシートを持つ Excel ワークブックが作

成されます。各ワークブックに、「別名」シートおよび「次元の関連付け」シート

はそれぞれ 1 つのみ含まれます。

4 「別名」シートで、使用する言語別名を入力します。

注： ワークブックで次元を作成する前に、「別名」シートに言語を入力してくだ

さい。このようにしておけば、自動的に列が次元シートに追加されるので、

メンバーの別名を同じ行に入力できるようになります。次元を作成した後

に言語を追加すると、メンバー別名用の列を手動で追加する必要がありま

す。

5 EPMA ユーティリティ、次元の管理の順に選択します。

ヒント： Excel 2007 では、「EPMA ユーティリティ」にアクセスするためのアドイ

ンをクリックすることが必要な場合もあります。

6 次元マネージャで、次元を作成するアプリケーションを 1 つ以上選択します。

12 Performance Management Architect インポート・ファイルの生成



注： 選択するアプリケーション・タイプによって、次元シートの列に表示され

るメンバー・プロパティが決まります。「連結」を選択した場合、連結カテ

ゴリのメンバー・プロパティのみが表示されます。すべてのアプリケーショ

ン・タイプを選択した場合は、すべてのカテゴリのすべてのメンバー・プ

ロパティが表示されます。

7 作成する次元を選択します。

Microsoft Excel から生成 13



注： 次元ベースで、次元にアプリケーション・タイプを追加できます。

8 作成をクリックします。

作成する次元ごとに、シートが Excel ワークブックに追加されます。

各次元シートに対して、シートの行 1 の列ヘッダーは次元プロパティです。シー

トの行 4 の列ヘッダーはメンバー・プロパティです。

9 各次元ごとに次元メンバーおよびメンバー・プロパティを入力します。

次元メンバーは親列および名前列に入力します。次元の最上位メンバーには、親

列に「#root」と入力します。

プロパティを変更するには、セル内をクリックし、ドロップ・ダウン・リストを

表示し、そこからプロパティ値を選択するか、情報を入力します。
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10 EPMA ユーティリティ、次元の関連付けの順に選択します。

注： 次元の関連付けについては、15 ページの「Financial Management 次元の関

連付け」を参照してください。

11 「ターゲット次元」列で、セルを選択し、ドロップ・ダウン・リストから次元を選択

します。

12 EPMA ユーティリティ、フラット・ファイルの生成の順に選択します。

13 ファイル内で使用するファイルの区切り文字のタイプを選択します。

14 フラット・ファイルの生成をクリックします。

15 フラット・ファイルの保存をクリックして、ファイルを.ADS フォーマットで保存しま

す。

Financial Management 次元の関連付け

Oracle Hyperion Financial Management, Fusion Edition では、次元によっては他の次

元と関連付ける必要があります。次の表に、ソース次元、プロパティ名およびこ

れらが関連付けられるターゲット次元を示します。

表 1 Financial Management の関連付け

次元(ソース) プロパティ名 次元(ターゲット)

勘定科目 Plug Account 勘定科目

Alias 別名

Custom1–Custom4 Top Member カスタム 1-カスタム 4

Security Class セキュリティ・クラス

連結メソッド Alias 別名

通貨 Alias 別名

カスタム 1-カスタム 4 Alias 別名

Security Class セキュリティ・クラス

エンティティ Alias 別名

Currency 通貨

Holding Company エンティティ

ICP Top member ICP

Security Class セキュリティ・クラス

Security As Partner セキュリティ・クラス

ICP Alias 別名

Security Class セキュリティ・クラス

Microsoft Excel から生成 15



次元(ソース) プロパティ名 次元(ターゲット)

期間 Alias 別名

シナリオ Alias 別名

Security Class セキュリティ・クラス

Default Frequency 表示

Default Frequency For IC
Transactions

表示

値 Alias 別名

表示 Alias 別名

年 Alias 別名

次元の削除

ä 次元を削除するには:

1 Excel で次元ワークシートを選択し、EPMA ユーティリティ、次元の削除の順に選択し

ます。

2 削除する次元を選択します。

3 削除をクリックし、次元を削除します。

注： 「別名」ワークシートまたは「次元の関連付け」ワークシートは削除できま

せん。

ファイル・ジェネレータを閉じる

ä EPMA ファイル・ジェネレータを閉じるには、「閉じる」ボタンをクリックしま

す。
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